
太陽光発電設備の設置に関する景観形成ガイドライン【概要版】

太陽光発電設備は、再生可能エネルギー発電の⼀つで、国においても⻑期安定的な主⼒電源として持続可
能なものとなるよう、円滑な大量導入に向けた取り組みを推進しているが、太陽光発電設備の設置方法によっ
ては、周辺へ圧迫感を与える等、景観への影響が懸念される。
本ガイドラインは、こうした状況を踏まえて、あらゆる規模や設置形態の太陽光発電設備について、適切に
景観配慮が講じられ、景観と調和した形での事業の実施が確保されることを目的としている。

枚方市都市景観基本計画及び枚方市景観計画に示す景観づくりの
基本方針などを踏まえ、太陽光発電設備の計画・設計を行う際の
解説及び本市の指導・助言の根拠として位置づけ

・建築物や工作物等の屋上・屋根等に設置するもの
・土地（水面を含む）に自立するものに適用

対象項目 景観形成推奨基準（概略）
全体計画 ・パネルの向きや傾斜を揃え、統一感のある配置とし、存在感を軽減する。

・周辺の景観や⺠家等への圧迫感を軽減し、できる限り目立たないようにする。

太陽光
パネル
及び
これに
附属す
るもの

色彩 ・パネルは、⿊⼜は濃紺系もしくは低明度・低彩度とし、周辺の景観と調和する。
・架台等はパネル部分と同色か、周辺の景観と調和し、低明度かつ低彩度とする。

意匠
及び
形態

・パネルは、低反射性もしくは防眩性のものとし、模様が目立たないものを使用する。
・高さを抑え、周辺の景観になじまない、著しく突出した意匠としない。
・勾配屋根に設置する場合は、屋根からの突き出しのないように設置する。
・陸屋根に設置する場合は、最上部をできるだけ低くし、目隠し等の修景を図る。

附属設備 ・付帯設備は周辺の景観と調和した色彩とし、低彩度とする。

緑化等
・敷地内には、緑を適切に配置する。
・樹木の伐採は必要最低限とし、既存樹木等の保全をする。
・太陽光発電設備の目隠しとなるよう、境界付近に植栽もしくは塀等を設置する。

維持管理 ・定期的に保守点検を行い、適切に維持管理し、景観の悪化を防ぐよう努める。

対象項目 景観形成推奨基準
全体計画 ・土地に自立する太陽光発電設備の設置を避ける。
意匠及び形態 ・屋根に設置する場合は、街道側から直接見えないように配置する。

太陽光パネル及び
これに附属するもの ・架台等はパネル部分と同色か、伝統的な街なみに調和する色彩とする。

対象項目 景観形成推奨基準

全体計画 ・太陽光発電設備が山なみの景観から突出しないように工夫をする。また、敷地外
から直接見えないよう、目隠しを行う等により、目立たなくなるような工夫をする。 対象項目 景観形成推奨基準

全体計画 ・パネルの水平投影面積は、水面全体の面積に対して概ね50%以下とする。

太陽光パネル及び
これに附属するもの ・架台等は、経年劣化により景観上の支障が生じない材料を使用する。

1.ガイドラインの目的

2.ガイドラインの位置付け

3.ガイドラインの適用対象

4.ガイドラインに定める景観形成推奨基準
(1)共通事項

(2)東部景観区域における追加推奨基準

(3)景観重点区域における追加推奨基準

(4)水上設置型太陽光発電設備における追加推奨基準

山頂や高台では、太陽光発電設備
が突出することで、山なみの景観
への影響を与えます。

可能な限り、山頂や高台での設置
は避けます。設置する場合は、周
辺の樹木より高さを抑えることで、
山なみからの突き出しを軽減させ
ます。

景観重点地区に設置することで、
伝統的な街なみに影響を与えます。

伝統的な街なみを保全するため、
土地に自立する太陽光発電設備の
設置は避け、周辺と調和する建築
物や植栽等を検討します。

街道側にパネルを設置すると、街
なみに違和感を与えます。
また、伝統的な街なみに調和しな
いパネル類の色は、街なみに影響
を与えます。

街道側へのパネル設置は避けます。
伝統的な街なみに調和した色とし、
存在感を隠すことで、伝統的な街
なみと調和させます。

水面全体に対して太陽光パネルの
面積が大きいと、自然景観や野鳥
や魚の生育環境へ影響を与えます。

水面全体に対して太陽光パネルの
面積は概ね50％以下とし、景観や
自然への影響を軽減させます。
適切に保全を行うことで、良好な
景観を保ちます。


